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発刊にあたって

いわきの防災、歴史学習、
まちづくりに幅広く活用を

いわき市長　清　水　敏　男
数分間にも及ぶ大きな揺れと大地震が引き起こした大津波、数えきれないほどの余震、そして、原子

力発電所事故に伴う放射性物質の拡散と、それに伴って広がる風評。
いわき市は、平成 23（2011）年３月 11 日に発生した「東日本大震災」により、約 18㎢に及ぶ沿岸部

の広範なエリアが津波で浸水したほか、460 名を超える尊い命と多くの貴重な財産が奪われ、建物被害
は９万棟を超えるなど甚大な被害を受けました。さらには原発事故により引き起こされた風評被害とい
う、複合災害に見舞われました。

そして、あれから 10 年。
この大震災により犠牲になられた方々に対しまして、深く哀悼の意を表しますとともに、心よりご冥

福をお祈り申し上げます。また、これまでの復旧・復興の取組みに対しまして、多大なるご支援と励ま
しを賜りました多くの皆様に対しまして、あらためて厚く御礼申し上げます。

この間、いわき市は、国内外から寄せられた物心両面にわたる支援に支えられながら、被災された方々
の生活再建を最優先として、復旧・復興関連事業に全力を挙げて取り組んで参りました。その結果、生
活基盤の整備は概ね完了となりました。今後におきましては、津波被災地域のコミュニティの再生と原
発事故への対応に力を注いで参ります。

このような中、一昨年は令和元年東日本台風等の大規模な自然災害に見舞われました。そして今、新
型コロナウイルス感染症という危機に直面しております。

本市はこれまでも、こうした幾多の困難を乗り越えて今日に至りました。決してあきらめることなく、
その都度、力強くしなやかに立ち上がってきた多くの先人の叡智と努力に学び、いま目の前にある危機
を克服していかなければなりません。

これまでのご支援や励ましをいただいた多くの皆様との絆を大切にしながら、市民の皆様をはじめ多
様な主体の皆様と力を合わせ、この危機を乗り越え、「住んで良かった、住み続けたい」と思える故郷の「い
わき新時代」をしっかりと築いて参ります。

この記録誌は、東日本大震災から 10 年を迎えるに際し、あらためて全容を総括し、後世に継承する
ために発刊するものであります。本書が、防災はもとより、いわきの歴史の学習手引き、まちづくり等
の研究資料など幅広く活用していただければ幸甚です。

令和 3 年 3 月
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